
令
和
５
年
度
当
初
予
算
は
、

『
わ
が
ま
ち
越
前
町
の
持
続
可
能
な

　
　
　
　  
未
来
へ
邁ま

い

進
す
る
予
算
』

　

令
和
５
年
度
は
、
第
二
次
越
前
町
総
合
振
興

計
画
の
後
期
計
画
３
年
目
の
中
間
年
度
と
な
り

ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
成
果
を
見
据
え
て
、
計
画
の

目
標
達
成
に
向
け
、
創
意
工
夫
や
様
々
な
課
題
に

対
応
し
た
施
策
展
開
を
図
り
着
実
に
取
組
を
推
進

し
て
い
き
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
令
和
５
年
度
当
初
予
算
を
、

「
わ
が
ま
ち
越
前
町
の
持
続
可
能
な

　
　
　 

　
未
来
へ
邁
進
す
る
予
算
」

と
し
て
編
成
し
、
こ
れ
ま
で
取
り
組
ん
で
き
た
、

「
人
に
や
さ
し
く 

地
域
に
や
さ
し
い 

ま
ち
づ
く

り
」
を
さ
ら
に
進
め
て
い
く
た
め
、
若
者
・
子
育

て
世
帯
へ
の
包
括
的
な
支
援
や
定
住
促
進
な
ど
の

一
層
の
充
実
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、
快
適
で
住
み

や
す
い
ま
ち
の
魅
力
を
高
め
て
い
く
と
と
も
に
、

町
民
生
活
や
地
域
経
済
の
向
上
に
つ
な
が
る
対
策

を
講
じ
つ
つ
、
本
町
が
、
将
来
に
わ
た
り
持
続
的

に
発
展
し
て
い
く
予
算
と
し
ま
し
た
。

　
令
和
５
年
度
当
初
予
算
額
は
、
一
般
会
計
、

特
別
会
計
、
事
業
会
計
を
合
わ
せ
１
９
２
億
５
，

１
８
０
万
５
千
円
で
、
前
年
度
よ
り
３
億
８
，

０
７
５
万
円
の
増（
２
．０
％
増
）と
な
り
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
で
は
、
１
２
３
億
１
，
０
０
０
万

円
で
、
前
年
度
当
初
予
算
に
比
べ
３
億
１
，

２
０
０
万
円
の
増
（
２
．
６
％
増
）
と
な
り
ま

し
た
。
そ
の
中
で
重
点
的
な
施
策
と
し
て
、移
住・

定
住
の
促
進
や
包
括
的
な
子
育
て
支
援
、
学
校

教
育
・
ス
ポ
ー
ツ
環
境
の
充
実
の
ほ
か
、
地
域
産

業
や
伝
統
産
業
の
振
興
と
担
い
手
の
育
成
、
越

前
ブ
ラ
ン
ド
の
振
興
、
観
光
産
業
の
活
性
化
な

ど
、
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
て
事
業
を

進
め
て
い
き
ま
す
。

　

主
な
事
業
は
、
４
ペ
ー
ジ
に
ま
と
め
て
い
ま

す
。

【
歳
入
の
ポ
イ
ン
ト（
前
年
度
と
の
比
較
）】

⃝
	

固
定
資
産
税
の
増
な
ど
に
よ
り
、
町
税

が
３
，１
６
３
万
２
千
円
の
増

⃝
	

ふ
る
さ
と
納
税
を
原
資
と
す
る
ふ
る
さ

と
再
生
基
金
繰
入
金
の
増
に
よ
り
、
繰

入
金
が
３
億
５
，
０
５
８
万
９
千
円
の

増

⃝
	

国
の
地
方
財
政
計
画
に
お
け
る
見
込

み
等
に
よ
り
、
地
方
交
付
税
が
５
，

０
０
０
万
円
の
増

⃝
	

臨
時
財
政
対
策
債
や
社
会
資
本
整

備
総
合
交
付
金
事
業
債（
合
併
特
例

債
）の
減
な
ど
に
よ
り
、町
債
が
７
，

５
３
０
万
円
の
減

一般会計・歳入予算の内訳

一般会計・歳出予算の内訳

歳  出
123億1,000万円
（性質別）

人件費
21億3,103万4千円
（17.3％）

扶助費
19億7,520万2千円
（16.0％）

公債費
14億6,007万7千円
　（11.9％）

義務的経費
55億6,631万3千円
（45.2％）

投資的経費
7億695万8千円
（5.8％）

その他の経費
60億3,672万9千円
（49.0％）

物件費
19億4,110万1千円
（15.8％）

補助費等
26億451万3千円
（21.1％）

普通建設事業費
7億695万8千円
（5.8％）

繰出金
9億9,637万円
（8.1％）

予備費  1,000万円（0.1％）予備費  1,000万円（0.1％）

貸付金  2,000万円（0.2％）貸付金  2,000万円（0.2％）

積立金
3億241万4千円（2.4％）
積立金
3億241万4千円（2.4％）

維持補修費
1億6,233万1千円（1.3％）
維持補修費
1億6,233万1千円（1.3％）

町税
21億6,371万7千円
（17.6％）

自主財源
41億3,965万1千円
（33.6％）

依存財源
81億7,034万9千円
（66.4％）

地方交付税
53億円
（43.1％）

分担金及び負担金
9,055万8千円（0.7％）
分担金及び負担金
9,055万8千円（0.7％）

諸収入
9,913万2千円（0.8％）
諸収入
9,913万2千円（0.8％）

繰入金
12億9,541万3千円（10.5％）
繰入金
12億9,541万3千円（10.5％）

財産収入
8,300万1千円（0.7％）
財産収入
8,300万1千円（0.7％）
使用料及び手数料
7,582万9千円（0.6％）
使用料及び手数料
7,582万9千円（0.6％）
繰越金
8,000万円（0.7％）
繰越金
8,000万円（0.7％）
寄附金
2億5,200万1千円（2.0％）
寄附金
2億5,200万1千円（2.0％）

地方譲与税
1億2,715万1千円（1.0％）
地方譲与税
1億2,715万1千円（1.0％）

地方消費税交付金
4億7,000万円（3.8％）
地方消費税交付金
4億7,000万円（3.8％）

株式等譲渡所得割交付金
1,060万円（0.1％）
交通安全対策特別交付金
140万円（0.0％）
配当割交付金
1,440万円（0.1％）
地方特例交付金
1,320万円（0.1％）
利子割交付金
100万円（0.0％）
法人事業税交付金
4,870万円（0.4％）
自動車取得税交付金
130万円（0.0％）
環境性能割交付金
1,260万円（0.1％）

株式等譲渡所得割交付金
1,060万円（0.1％）
交通安全対策特別交付金
140万円（0.0％）
配当割交付金
1,440万円（0.1％）
地方特例交付金
1,320万円（0.1％）
利子割交付金
100万円（0.0％）
法人事業税交付金
4,870万円（0.4％）
自動車取得税交付金
130万円（0.0％）
環境性能割交付金
1,260万円（0.1％）

国庫支出金
10億1,866万1千円

（8.3％）県支出金
9億1,993万7千円
（7.5％）

町債
2億3,140万円
（1.9％）

歳  入
123億1,000万円

（％：構成比）

（％：構成比）

会　　計　　名 令和5年度予算額
❶

令和4年度予算額
❷

増　減　額
❶−❷＝❸

増減率（％）
❸/❷×100

一　般　会　計 123億1,000万円 119億9,800万円 3億1,200万円 2.6

特
　
　
　
別
　
　
　
会
　
　
　
計

国民健康保険事業 22億9,057万4千円 22億3,732万4千円 5,325万円 2.4

介 護 保 険 事 業 23億5,645万3千円 23億9,317万5千円 ▲3,672万2千円 ▲ 1.5

後期高齢者医療事業 3億1,894万9千円 3億3,130万7千円 ▲1,235万8千円 ▲3.7

簡 易 水 道 事 業 4億205万9千円 3億8,666万4千円 1,539万5千円 4.0

公 共 下 水 道 事 業 5億2,783万7千円 4億9,206万8千円 3,576万9千円 7.3

集 落 排 水 事 業 2億5,851万8千円 2億5,236万1千円 615万7千円 2.4

温 泉 事 業 2,228万1千円 3,335万6千円 ▲1,107万5千円 ▲33.2

農林漁業体験実習館事業 2,472万4千円 2,508万4千円 ▲36万円 ▲1.4

土地区画整理事業 3万7千円 3万7千円 0万円 0.0

小　　　計 62億143万2千円 61億5,137万6千円 5,005万6千円 0.8

事
業
会
計

上 水 道 事 業 3億8,959万6千円 3億9,457万1千円 ▲497万5千円 ▲ 1.3

国民健康保険病院事業 3億5,077万7千円 3億2,710万8千円 2,366万9千円 7.2

小　　　計 7億4,037万3千円 7億2,167万9千円 1,869万4千円 2.6

合　　　　　計 192億5,180万5千円 188億7,105万5千円 3億8,075万円 2.0

【
歳
出
の
ポ
イ
ン
ト（
前
年
度
と
の
比
較
）】

⃝
	

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
費
や
子
ど
も
医

療
費
の
増
に
伴
い
、
扶
助
費
が
５
，

４
９
０
万
５
千
円
の
増

⃝
	

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
解
体
工
事
の
実
施

や
町
道
改
良
工
事
費
の
増
に
伴
い
、
普

通
建
設
事
業
費
が
８
，
８
７
５
万
３
千

円
の
増

⃝
	

鯖
江
広
域
衛
生
施
設
組
合
の
施
設
更
新

に
よ
る
負
担
金
の
増
に
伴
い
、
補
助
費

等
が
５
，３
２
９
万
５
千
円
の
増

⃝
	

越
前
町
財
政
健
全
化
計
画
に
基
づ
く
町

債
の
繰
上
償
還
の
実
施
に
伴
い
、
公
債

費
が
４
，１
９
０
万
２
千
円
の
増

⃝
	

令
和
３
年
度
に
借
り
入
れ
た
簡
易
水
道

施
設
や
漁
業
集
落
排
水
施
設
な
ど
の
改

修
事
業
債
の
元
金
償
還
が
開
始
さ
れ
た

こ
と
や
光
熱
水
費
の
増
な
ど
に
伴
い
、

繰
出
金
が
３
，０
６
２
万
３
千
円
の
増

ま
ち
の
予
算

わ
た
し
た
ち
の

予
算
規
模
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（行政区順、敬称略）

町と町民の架け橋になっていただく令和5年度の区長が決まりました。
各地区の区長は、次のみなさんです。よろしくお願いします。

新しい区長をご紹介します

地区会長 孝　久　幸　一

地区副会長 藤　井　賢　一

地区副会長 猪　口　俊　和

区　名 区　長　名

西 田 中 孝　久　幸　一

内　 郡 冨　山　幸　治

朝　 日 佐々木　武　文

上 川 去 齊　藤　重　人

春　 日 土　井　繁　之

岩　 開 織　田　清　高

佐 々 生 松　田　　　透

宇　 田 天　谷　定　幸

気 比 庄 酒　井　和　幸

田　 中 塩　屋　貞　美

市 伊　藤　久　幸

乙　 坂 清　水　伸　仁

栃　 川 木　下　　　満

天　 王 三田村　廣　仁

宝 泉 寺 三　上　信　夫

金　 谷 宮　崎　敏　博

青　 野 荒　木　博　文

頭　 谷 藤　井　賢　一

茱　 原 爲　國　孝　一

境　 野 山　口　利　憲

横　 山 猪　口　俊　和

牛　 越 髙　田　浩　之

野　 末 五　島　　　諭

大　 畑 鈴　木　雅　美

小　 倉 野　村　浩　一

葛　 野 渡　邉　信　夫

野　 田 野　村　　　真

下 糸 生 重　山　廣　由

脇 渡　辺　康　仁

大 谷 寺 水　島　政　雄

中　 野 松　村　弘　幸

上 糸 生 松　村　俊　彦

大　 玉 松　田　啓　司

清　 水 戸　田　栄　市

森 渡　邉　俊　之

杖　 立 山　内　敦　雄

小　 川 野　村　祐一郎

真　 木 木　村　美江子

天　 谷 野　村　晴　男

朝　日　地　区
地区会長 井　上　義　宣

地区副会長 森　　　藤　定

地区副会長 黒　田　克　之

区　名 区　長　名

熊　 谷 南　野　清　治

古　 屋 水　上　哲　男

増　 谷 上　野　重　隆

小 曽 原 森　　　藤　定

小曽原第１ 間　所　博　幸

小曽原第２ 高　原　重　幸

小曽原第３ 山　岸　弘　昌

江　 波 向　當　重　信

江波第１ 坂　本　正　次

江波第２ 川　岸　　　聡

江波第３ 川　岸　和　彦

広　 野 宮　本　満　夫

蚊 谷 寺 武　田　義　夫

樫 　 津 武　藤　壽　一

樫津第１ 渡　邉　進　午

樫津第２ 佐々木　信　一

八田新保 上　坂　健　一

舟　 場 清　水　博　文

八　 田 井　上　義　宣

陶 の 谷 黒　田　克　之

円　 満 山　田　宗　治

上　 野 黒　田　克　之

野 内　田　恵　子

宇 須 尾 青　山　信　之

大　 谷 佐　藤　　　久

蝉　 口 佐々木　久　宏

寺 青　山　孝　之

宮　崎　地　区
地区会長 河　井　文　夫

地区副会長 三　木 　　 実

地区副会長 菱　谷　一　博

区　名 区　長　名

玉　 川 橋　本  　　実

血 ヶ 平 森　川　修　一

左　 右 小刀称　治　一

梨子ヶ平 滝　本　正　美

梅　 浦 熊　坂　英　典

上　 瀬 牧　野　正　博

中　 筋 伊　藤　和　博

下　 側 大　川　一　樹

上　 側 畦　地　和　人

鷺　 崎 青　柳　隆　治

宿 正　木　茂　行

新　 保 三　木 　　 実

城 ヶ 谷 髙　倉　信　一

小　 樟 川　上　和　弘

大　 樟 貴　田　博　信

道　 口 河　邉　隆　三

厨 河　井　文　夫

茂　 原 仲　村　隆　雄

白　 浜 山　口　良　和

高　 佐 菱　谷　一　博

米　 ノ 東　　　春　樹

午房ヶ平 嶽　　　 　茂

六 呂 師 石　田　和　也

越　前　地　区
地区会長 佐々木　　　茂

地区副会長 佐々木　昌　広

地区副会長 杉　森　孝　行

区　名 区　長　名

織田大区 小　柳　義　夫

鎌　 坂 駒　野　宏　治

北 冨　田　一　茂

東 山　岸　孝　治

高　 橋 冨　田　得　夫

辻 佐々木　隆　興

馬　 場 林　　　武　治

上　 野 水　島　広　之

寺　 家 鈴　木　一　郎

杉 の 花 髙　山　政　信

市　 場 髙　原　　　弘

堤 河　上　光　幸

平　 等 室　田　　　亨

下 河 原 上　坂　慎一郎

矢　 倉 谷　野　一　也

中 水　嶋　英　雄

大 王 丸 宇　野　與市郎

三　 崎 佐々木　　　茂

打　 越 向　　　啓　次

四 ツ 杉 向　　　敏　行

下 山 中 中　西　一　夫

上 山 中 林　　　行　雄

細　 野 渡　邉　良　一

岩　 倉 佐々木　孝　夫

笹　 川 渡　辺　哲　男

桜　 谷 渡　辺　義　信

山　 田 石　田　志　信

赤 井 谷 渡　邉　一　幸

入　 尾 佐々木　増　夫

笈　 松 向　　　一　義

萩野の里 杉　本　恭　伸

脇　 谷 佐々木　昌　広

丸　 山 福　田　　　豊

西 ケ 丘 川　端　秀　樹

上　 戸 杉　森　孝　行

織　田　地　区

問合せ先　総務課　☎34‒8700

快
適
で
安
全
に
住
み
続
け
ら
れ
る

ま
ち
づ
く
り

⃝
 

道
路
網
の
整
備（
除
雪
関
連
）

　

冬
期
間
の
安
全
な
道
路
交
通
の
確
保
を
図

る
た
め
、
除
雪
機
械
の
管
理
や
除
雪
作
業
の

委
託
を
実
施
し
、
ま
た
、
民
間
事
業
者
等
に

対
す
る
除
雪
機
械
の
購
入
補
助
を
行
い
ま
す
。

 

［
５
，１
１
０
万
円
］

⃝
 

憩
い
の
場
の
整
備

　

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
解
体
後
の
跡
地
に
朝

日
地
区
の
賑
わ
い
創
出
及
び
地
域
や
商
工
業

者
の
交
流
を
促
進
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
拠
点
と
な
る
地
域
交
流
施
設

の
令
和
６
年
度
の
建
設
に
向
け
準
備
を
進
め

ま
す
。

［
１
，９
５
５
万
８
千
円
］

⃝
 

宅
地
・
住
宅
の
整
備

　

移
住
定
住
の
促
進
の
た
め
、
新
築
住
宅
建

設
に
係
る
工
事
費
や
既
存
住
宅
の
多
世
帯
同

居
に
つ
な
が
る
改
修
工
事
に
要
す
る
費
用
の

一
部
を
助
成
し
ま
す
。

※
詳
し
く
は
16
、
17
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

［
２
，５
８
０
万
円
］

主
な
事
業

⃝
 

総
合
的
な
空
き
家
対
策
の
推
進

　

空
き
家
の
利
活
用
や
除
却
促
進
の
補
助
制

度
を
充
実
す
る
と
と
も
に
、
空
き
家
・
空
き
地

情
報
バ
ン
ク
を
設
置
し
、
住
ま
い
支
援
や
片

付
け
支
援
等
の
補
助
制
度
と
連
携
し
流
通
促

進
を
図
り
ま
す
。

※
詳
し
く
は
18
、19
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

［
２
，４
２
９
万
５
千
円
］

誰
も
が
健
康
で
暮
ら
し
や
す
さ
を

実
感
で
き
る
ま
ち
づ
く
り

⃝
 

子
育
て
支
援
の
充
実

　

乳
児
期
の
子
育
て
世
帯
に
対
し
、
紙
お
む

つ
及
び
粉
ミ
ル
ク
等
の
購
入
費
用
を
助
成
す

る
こ
と
に
よ
り
、
子
育
て
世
帯
の
経
済
的
負

担
を
軽
減
し
ま
す
。

※
詳
し
く
は
25
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

［
５
９
９
万
７
千
円
］

　
小
学
校
１
年
生
か
ら
高
校
３
年
生
相
当
の

子
ど
も
に
要
し
て
い
た
医
療
機
関
ご
と
の
自

己
負
担
額
を
町
が
負
担
し
、
子
ど
も
の
医
療

費
を
完
全
無
償
化
し
ま
す
。［

６
，９
０
０
万
円
］

⃝
 

出
会
い
・
結
婚
・
出
産
へ
の
支
援

　
少
子
化
対
策
の
た
め
、
新
婚
夫
婦
の
新
生
活

に
か
か
る
住
居
費
等
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

※
詳
し
く
は
15
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

［
２
３
０
万
円
］

⃝
 

Ｕ
・
Ｉ
・
Ｊ
タ
ー
ン
受
入
れ

環
境
の
整
備

　

奨
学
金
の
貸
与
を
受
け
て
大
学
等
で
修
学

後
、
町
内
に
居
住
し
定
職
し
た
者
に
対
し
て
、

奨
学
金
返
還
額
を
支
援
し
定
住
促
進
を
図
り

ま
す
。
令
和
６
年
度
か
ら
の
給
付
開
始
に
向

け
て
準
備
を
進
め
ま
す
。　

［
１
０
万
円
］

人
が
輝
き
豊
か
な
心
が

満
ち
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り

⃝
 

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

　
令
和
５
年
９
月
16
日
か
ら
開
催
さ
れ
る「
日

本
ス
ポ
ー
ツ
マ
ス
タ
ー
ズ
２
０
２
３
福
井
大

会
」
の
越
前
町
会
場
に
観
光
案
内
所
や
歓
迎
看

板
を
設
置
し
、
町
内
外
に
Ｐ
Ｒ
し
ま
す
。

　
（
会
場
）
町
営
球
技
場
野
球
場

　
（
競
技
）
男
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

［
３
２
万
５
千
円
］

⃝
 

地
域
に
根
ざ
し
た
教
育
の
推
進

　

町
内
児
童
生
徒
の
保
護
者
の
経
済
的
負
担

を
軽
減
し
子
育
て
を
支
援
す
る
た
め
、
２・３

学
期
分
の
学
校
給
食
費
を
無
償
化
し
ま
す
。

［
５
，
４
５
３
万
９
千
円
］

人
と
仕
事
の
活
力
み
な
ぎ
る

ま
ち
づ
く
り

⃝
 

林
業
の
振
興

　

森
林
環
境
譲
与
税
を
活
用
し
森
林
が
持
つ

多
面
的
機
能
を
持
続
的
に
発
揮
し
て
い
く
た

め
、
適
正
な
森
林
整
備
事
業
を
促
進
す
る
と

と
も
に
、
町
・
県
産
材
を
使
用
し
た
木
製
品
を

イ
ベ
ン
ト
等
で
配
布
し
、
町
民
へ
の
木
育
推

進
と
森
林
資
源
の
普
及
啓
発
を
図
り
ま
す
。

［
２
，７
６
４
万
９
千
円
］

ふ
る
さ
と
の
個
性
を
活
か
し

交
流
を
育
む
ま
ち
づ
く
り

⃝
 

観
光
産
業
の
活
性
化

　

北
陸
新
幹
線
県
内
開
業
に
向
け
、
本
年
秋

に
福
井
県
を
メ
イ
ン
に
実
施
す
る
北
陸
デ
ス

テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
プ
レ
イ
ベ

ン
ト「
全
国
宣
伝
販
売
促
進
会
議
」に
参
加
し
、

本
町
の
魅
力
を
広
く
Ｐ
Ｒ
し
て
誘
客
に
繋
げ

ま
す
。

［
１
２
５
万
円
］

問
合
せ
先　
財
政
課　
☎
３
４‒

８
７
１
１

わたしたちのまちの予算
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